
１．対象施設

２．施設の状態
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下水道施設管理計画（個別施設計画）

大阪市では、多種多様な下水道施設（管きょ、下水処理場・抽水所（機械・電気設備、土木施
設、建築施設）を管理している。本方針では以下に示す施設を対象とする。

大阪市では、明治27年より近代下水道の整備を進めてきた結果、膨大な下水道施設を保有し
ており、今後、老朽化した下水道施設の急増が見込まれている。

概要版

【年度別管きょ布設延長の推移】

【大阪市の下水道施設（平成2７年度末時点）】

管きょ
（約4,950㎞）

下水処理場
（13施設） 機械・電気設備

（約4,600装置）

抽水所
［ﾎﾟﾝﾌﾟ場］
（58施設）

土木施設

建築施設

下水道施設

健全度 劣化状況 対策方針

5 設置当初の状態 経過観察

4
経過観察及び
対策検討

3
施設の重要度に
応じて対策実施

2 早期対策実施

1
陥没発生リスクが
非常に高い状態

緊急的に対策実施

【管きょの健全度分布と健全度の定義】

太閤（背割）下水 なにわ大放水路

【機械・電気設備の健全度分布と健全度の定義】【年度別機械・電気設備設置装置数の推移】
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健全度 定 義

5
設置当初の状態で性能上問題が
ない状態。

4
性能上問題はないが、劣化の兆
候が現れ始めた状態。

3
劣化が進行しているが、性能は
確保できる状態。

2
設備として求められる性能を発
揮できない状態

1 機能停止の状態

老朽化した管きょ 老朽化した機械設備

劣
化
が
進
行
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半数以上が老朽施設 

設置後 20 年経過した装置数 

 約 2,430 装置（53%） 

総装置数 約 4,600 装置（H27 年度末時点） 

装置数 



３．維持管理方針と対策内容

４．計画期間と対策費用

事業経営の持続性を確保しつつ、低廉で品質の高い下水道サービスを安定して提供するため
に、ストックマネジメントを導入し、計画的・効率的な施設管理（改築・維持管理）を実施
する。

『状態監視保全1)』を基本として、各施設の特性に応じた最適な方法により管理する。

1)施設の状態を把握し、最適な時期に改築や維持管理を実施する保全方法。

詳細調査に基づく劣化曲線を活用するなど、最適な方法で施設を管理することにより、トータ
ルコストを、管渠は約25％、機械・電気設備は約20％削減することができる。

本計画の計画期間は平成2８年度から平成3７年度までの10年間としているが、今後さらに
ＰＤＣＡサイクルを継続し、施設管理の適正化・効率化に向けて引き続き取組みを進める。

施設が有する機能や状態の健全さ（「健全度」）と施設規模や設置条件などに基づく「重要
度」により優先度を設定し、施設管理を実施する。

【施設管理フロー（管きょの事例）】

①管理方法の設定
（管きょ：状態監視保全）

②点検調査による状態監視

③ を把握健全度

④最適な時期に改築3)

低い

高い

⑤計画的な清掃等の実施3)

3)各施設の健全度と重要度に応じた優先度を設定し、
施設管理を実施する。

≪優先度の考え方≫ 

≪施設管理方法≫ 

≪施設管理の基本方針 ≫

【改築費用のコスト縮減（管きょ）】 【改築費用のコスト縮減（機械・電気設備）】

【施設管理フロー（機械・電気設備の事例）】

≪対策内容（平成28年～令和7年）≫

管きょ (改築)約40km/年 (維持管理)詳細調査、点検、巡視

機械・電気設備 (改築)約104装置/年※ (維持管理)主ポンプ修繕等、定期点検、試運転、日常点検

土木施設 (改築)海老江3系 (維持管理)定期点検、詳細点検

建築施設 (維持管理)改修、定期点検、委託点検、法定点検

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

③健全度を把握 

健全度５，４，３ 健全度３，２，１ 

⑤維持管理 

（点検・調査・修繕） 

① 管理方法の設定 

（状態監視保全を基本） 

②定期調査等により劣化状況を把握 

経過年数 

装置ごとに優先度、及び

LCC を把握 

④改築 

長寿命化 更新 

高い 低い

（参考）

年平均に換算す
ると以下の通り

＜従来手法＞
約120億円/年

＜最適な方法＞
約90億円/年

（参考）

年平均に換算す
ると以下の通り

＜従来手法＞
約211億円/年

＜最適な方法＞
約168億円/年

※改築装置数の見直し（令和4年6月変更）


